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三田社会学第5号(2000)

戸 田家 族 理論 の特徴 と問題 点

有賀理論を考える手がかりとして

坂井 達朗

 戸田家族理論の特徴であ り、同時にその問題点で もあ るのは、戸 田が 「感情融合」 と呼 んだ、

家族生活者 に特 有の心 的態度 に関わ る問題 、つ まりそれが何処か ら、何故 に生み出 されるか と

い う問題である と考 える。 そう して有賀理論 の位置づ けを考 える時、この点 を検討する ことが

一つの手がか りとなるのではない だろ うか。以 下与 え られた紙数が少 ないので、筆者の意見の

要点のみ を述べ、その戸田理論の分析 の詳細 は、すべて拙 旧稿(「 戸 田家族理論の一つの理解

の仕方」 「三田学会雑誌」 1990年3月 、お よび 『戸田貞三著作集』第1期 「家族論」解

題1993年 大空社)に 譲ることにする。

 まず戸 田の主著 「家族構成」 (1937年 弘文堂)に よってこの問題 を確 認する と、そこ

での説明 は必ず し首尾一貫 してい ない ことが わかる。先ず夫婦関係 について、戸田 は 「人々は

互に感情的に強 く合一化 し得 る配偶者 を求め、内的 に深 く信頼 し得る相手方 を得る事 によって、

内的生活の安定 を見出 し得る」 (69頁)と して、夫婦結合が成立するため には、男女相互 の

信頼的没我的態度、すなわち感情融合が前提 である と説明 してお り、その態度 その もののが何

に起因するかについては、説明 していない。

 しか し親子 の結合 につ いて は、 「血縁 連鎖 の最 も強い者の間に生 ずる 自然的の愛情 に基 く結

合」 (129頁)と 説明 されてお り、 また近親者の間の結 びつ きについては、一方で 「親子 と

同様に、相手方 に対す る愛着心 に基いて相手方 を信頼 し、之 に結 びつ くのであ るが、その結 び

つ きの程度は血縁の濃淡に応 じて異って居る」 (136頁)と し、 また 「一家族の内に於 ても、

世代 を重 ねるこ とに於て近親者が増加す る場合 には、一方 に於て血縁連鎖 の強弱の差に応 じて

人 々相互間に感情融合の差が生 じ易 く、又他方に於 て此等の近親者が各 自の配偶者 を得 るに従

って、血縁者相互 間に次第に何程 かの隔てが起 り易 くなる」 (113-4頁)と も説明 してい

る。つ ま りここでは、感情融合 は血縁連鎖の事 実か ら生 まれて くると考 え られ てい るように理

解 される。

 さ らに 「政略結婚」 な ど、結合の前提 として 「感情融合」の存在 が考え難い場合(119-

20頁)や 、 「事実上家族 と して共 同 して居る人々の内的態度」 を論 じた部分(47-8頁)

では、 「感情融合」 は結合の前提 ではな く、む しろその結果生 まれる ものであ ると説明 されて

いる。

 『家族構 成」以外 の、戸 田の家族に関する著作、 r家族の研 究』 (1926年 弘 文堂)、

「家族」 (1928年 大思想エ ンサ イクロペヂア 春秋社)、 『家族 と婚姻』 (1934年

中文館書 店)、 『家族」 (1941年 岩波講座 「倫理学」)、 『家族社会学』 (1944年
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日本 国家科学大系2 実業之 日本社)、 等 に も、直接的ではない ものの、 この問題 に関す る論

及が各所で なされている。 それ らに よって、この問題 に関す る戸 田の考え方 を検討す ると、感

情融合の成立す る要因は、血縁連鎖の事実 にで はな く、む しろ当事者相互の間の 「接触」 に求

め られている。

 つ まり主著であ るr家 族構成』 をは じめ とする戸 田の家族論では、家族 の定義の基 本に据 え

られた 「感情融合」 の起源 に関 して、それが血縁 連鎖の事実か ら生 まれる とす る考 えと、それ

は成員の社 会的接触 か ら生 まれる とす る考 えとが、併存 し、その間に十分の説明が なされてい

ない ことがわかる。

 この問題 について、戸 田の考 え方 をさらに深 く知 るため に、次 ぎに戸 田の一般理論 を検討す

る。 『社会学講 義案一、二』 (1928年 弘文堂)、 r社会学(上)、 (下)』 (1932

年 講座哲学 岩波書店)、 『社会学概論』 (1952年 有斐閣)に より、戸 田の社 会過程

論、すなわち社会 関係生成の メカニズムに関す る考え方 を見 ると、その根幹が 「接触」 と、そ

れに よって引 き起 こ される 「順 応」 ・ 「反援」作 用、 またそれに伴 う意識 内容 の相互的 「伝

達 ・受理」 と、そこか ら生 まれる合一的 ない し調和 的対人関係 とい う論理構造 にあ ることが判

明す る。つ まりそこでは社 会関係一般の起源が、 「接触」か ら説明 されてい るのである。 そう

なると戸田家族理論の問題点は、彼 自身が一般理論 として展開 した論理、すなわち 「接触」 を

鍵概念 とする社会過程論 をもって家族 を一貫 して説 明す る姿勢 が不徹底であった ことに帰着す

ると言 える。

 そう して、高度に抽象的 なこの 「接触」 という概念 を、歴 史的現実の レベルに移 して考 える

ならば、様 々な文化 に規定 された様 々の社会 にお ける独 自の感情融合のあ り方 と、成員の生活

保障の拠 り所 としての独 自の家族生活のあ り方 とが、次の問題 として当然登場 する と理解 され

るのではないだ ろうか。有賀説 は戸田説へ の 「ア ンテ ィ ・テーゼたるべ きことを意識 してたて

られた概念」 (森岡清美 「家族 の構 造 と機能」 (福武 直編 『講座社会学 第四巻 家族 ・村

落 ・都市)』19頁)で あれば、両者の相対的関係 を一つの発展方向の上に位置づ けることが

可能であ り、その間にある 「安易 な調停」 を許 さぬ とされる問題 を解 く鍵 の一つ は、 この 「感

情融合」の起源 をどの様に考えるか という点 にあると言 えよう。

 なお本論 中の 『家族構成』か らの引用は昭和17年 の第三版によった。

(さかい たつろう 慶磨義塾大学文学部)
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